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Ⅰ.現状の問題

ホームページによるセンターの活動に関する情報発信は,活動の広報というだけでなく,

組織の情報開示の観点からも重要である.しかしながら,大学設置から 10年を迎える中,

以下の問題点が発生している.

1.ホームページを更新する人的資源の問題

本学の公式ホームページは,歴史的な経緯もあって,非常勤嘱託員が本務の傍らの作業と

して行っている.センターホームページは,その公式ホームページ内の一部である.従って,

公式ホームページと一部であるセンターホームページの分量バランスを配慮しなくてはな

らず,前述の制約からタイムリーかつ適切な情報をつぎつぎと発信できない状態となってい

る.

2.複雑な相互関係に基づくページの煩雑化

年数を重ねるうちに追加,削除の履歴が非常勤嘱託員の交代もあって,｢増改築を繰 り返

した旅館の回廊｣のようなページ構成になっている.具体的には, トップページから必要な

情報に到達するリンクを順にたどることができない状態である.そして,その複雑さから新

規情報の追加に慎重な検討が必要であり,その修正も困難な状態である.

3.SEO(SearchEngineOptimi ation)を前提としたRSSl(ReallySimpleSyndintion)

配借機能の不足

Google,Yahoo等の検索サイ トは,Webサイ トの更新情報を統一的な方法で効率的に把握

するために RSS機能をもったホームページを優先的に取り込むことを始めている.言い換

えれば,本学の様な小規模サイ トは RSS機能を検索サイ トに提供しなければ,最新の検索

結果から外れる可能性もでてくることが予想され うる.

以上の問題点を解決するために,ホームページ全体の見直しをはかり,以下のような簡易

型のCMSシステムの導入を試みた.

前述の問題点を回避する一般的方法として,ホームページのCMS(ContentsManagement

System)化が一般的な方法である.CMSとはホームページを構成するテキス トや画像,レイ

アウト情報などを一元的に保存 ･管理し,サイ トを構築したり編集したりするソフトウェア

1RDFSiteSum n aryまたはRichSiteSum n aryと解す場合もある.
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であら しかし.現状ではPDFQIorti血IeIbcuned Fozn&t),h面を含めたTR書のすべて

S･安旬なCMSで行うのは岡*な状況である そこで′くックエンTtにPl)F.抽面書77イ ,̂

等をサポートするリポジトリサーバをtき.CM5日こIi本文のせ理を任せる方式とした (図 1

事席)

すなわち,本文任Ⅰm U,甘色はCMSの管理下,PDF77イ ,̂書はリポジトリサー/tの

甘鼻下という分担管見とした

Eg1 CM月とリポジトリサー/{の関係

Ⅱ ≠JL入力方式のサポート

HTMLを用いてホームページを作成する作美札 本学の胡な人見の少ない… ではEF#で

ある そこで.平成 19年度 r社会人の学びilLニーズ対応教育推進ブログヲム｣でのサー

バ僻 と書入ソフトクエTS･用いて.励 サーバ上に青柳 女流センターのサーJ<を作成

し.収載サー/t上にMobikl加 PzqVezu S1(以下MT)を書入した (図 2.BliI,図 4,

EFg6手原)



図 2 MobilelYpeによるホームページ作成①
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図 3 MobilelYpeによるホームページ作成②

Ⅲ.導入の成果と課題

前述のようなシステムの構築 ･導入により,簡単な入力によるホームページ作成が可能に

なるだけでなく,継続的な運営も可能となると期待される.他方,CMS稼動には,様々な

前提ソフトウェアがあり,それらソフトウェアのアップデー トが必須である.具体的には,

経常的な経費 (役務費等)が必須であり,その入力を行 う職員が必要であるのは言うまでも

ない.

組織の存在を内外に示し,その成果を広く周知する手段としてホームページは最も優れた

- 28-



方法ではあるにも関わらず,経費節減の対象となりがちである.情幸即ヒの推進は経費節減の

最も有効な方法でもあるが,その情幸田ヒ推進の経費自体が節減の対象となり,非効率な方法

しか取りえなくなるのは大きな問題と考えられる.
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図 4 画像ファイルの管理画面
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図 5 看護研究交流センターのホームページ
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